
 

教育・研究などへの取組状況（令和 7 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

一般科目系 

職階 氏名 

教授 西野 達雄 

 

項目 取 組 状 況 

教  育 ◆ 担当科目 

 英語表現 1、英語 6、英語応用演習Ⅱ 

◆ 担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

・英語表現 1 では、前年度授業評価アンケートの自由記述の声を受け止め、

文法ワークの解答・解説冊子を年度当初に配付し、自分で勉強する際に答えを

すぐに確認できるようにした。 

・英語 6（学修単位科目）では、授業時間外の学習の一部にオンライン英語学

習教材（reallyenglish）を利用したが、最初に実力診断テストを受けることに

より、各学生のレベルに適合した読解、聴解、文法問題に取り組めるようにした。

また、ＴＯＥＩＣ Bridge IP テストを TOEIC IP テスト（オンライン）に変更するこ

とにより、４年生の５月時点でのＴＯＥＩＣ到達度を各自で確認できるようになっ

たので、就職・進学に向けての英語学習の目標を立てやすくなった。 

・英語応用演習Ⅱでは、同Ⅱに引き続き、SDGs をテーマにしたテキストを使

用した演習やネイティブスピーカーとのディスカッションを行うとともに、３人ずつ

のチームによるプレゼンテーションと、自分がこれまで取り組んできた研究を（文

系の私にも）わかりやすく英語で説明するプレゼンテーションを実施した。今年

度の 22 名が本校最後の専攻科生であったが、TOEIC スコアの要件も無事ク

リアし、全員修了することができた。 

 

研  究 ◆ 研究テーマ 

・生成 AI が英語学習や英語学習者に与える影響を考察するにあたり、英文

作成支援ツール Grammarly のサブスク利用を始めた。また、ChatGPT に加

えＣｏpilot も授業準備等に利用しながら、生成ＡＩのより良い活用法を探りたい

と考えている。 

社会貢献 ◆ 学協会活動 

・全国高等専門学校英語教育学会会員 

・中国地区英語教育学会会員 

・外国語教育メディア学会会員 

・実用英語技能検定面接委員 



 

教育・研究などへの取組状況（令和 6 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

一般科目系 

職階 氏名 

教授 西野 達雄 

 

項目 取 組 状 況 

教  育 ◆ 担当科目 

 英語表現 1、英語表現 3、英語応用演習Ⅰ 

◆ 担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

・英語表現 1 では、ペアワークは従来から取り入れているが、今年度はグルー

プワークを追加した。ペアでは相手との相性が良くないと活動が成立しにくいこ

ともあるが、４人程度のグループで活動させると様々な学生が話し相手になるの

で活動に大きな支障をきたすことが少なくなったように感じられる。論理表現テ

キストと文法ワークを併用することには肯定的な感想が多かったが、自分で勉強

する際にワークの答えが手元にあると助かるという意見が多かった。 

・英語表現 3 では、クラスを２つ（P クラス：Presentation クラス、C クラス：

Communication クラス）に分け、少人数によるアウトプット活動ができるよう

にした。担当した C クラスでは、基本的には 2 時間 all English で授業を実施

した。英語がたくさん話せて良かったという感想が多かった。 

・英語応用演習Ⅰでは、昨今注目されており、大阪万博のテーマにもなってい

る SDGs をテーマにしたテキストを使用するとともに、自学教材として TOEIC

学習にも対応するオンライン英語学習教材（reallyenglish）を導入した。もう

一つの柱とするプレゼンテーションは、SDGｓを題材に、前期はスライド、後期は

ポスターによる発表を課した。 

 

研  究 ◆ 研究テーマ 

・生成 AI が英語学習や英語学習者に与える影響に関心がある。ChatGPT

や Grammarly 等を教材研究や授業準備に利用しながら、その功罪について

考えるとともに、生成 AI と上手に付き合う方法を見出したいと考えている。 

社会貢献 ◆ 学協会活動 

・全国高等専門学校英語教育学会会員 

・中国地区英語教育学会会員 

・外国語教育メディア学会会員 

・実用英語技能検定面接委員 



 

教育・研究などへの取組状況（令和 5 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

一般科目系 

職階 氏名 

教授 西野 達雄 

 

項目 取 組 状 況 

教  育 ◆ 担当科目 

 英語表現１、英語Ⅳ、特別研究 

◆ 担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

・英語表現１では板書をできるだけ控え、必要な情報提示はできるだけパワー

ポイントを使用して行った。板書よりも見やすく、Google Classroom 等で配

信もできるので学生に好評だった。授業評価アンケートでは、ペアワークなどの

活動が多かったので、授業を楽しく受けることができた／英語を使う場面が多

かったので実践的な練習になった／文法等の説明が丁寧でわかりやすかった、

等の好意的な意見が多い一方で、進度がやや早い／文法の説明をもっと詳しく

してほしい、のような改善点の指摘もあった。 

・英語Ⅳではタイムリーな話題として SDGs を扱った教材を選定した。ビデオ

によるリスニング教材が好評であった。授業評価アンケートでは、読解のみなら

ず、聞き取りや会話の練習もできた／授業資料の配信があったので復習できた

／SDGｓの勉強になった、等の好意的な評価がある一方で、小テストが難しす

ぎる／TOEIC Bridgeの足切り点が高すぎる、のような改善すべき点の指摘も

あった。 

・特別研究は引き続き、「理想の○○を考える」をテーマに行った。 

 

研  究 ◆ 研究テーマ 

・生成 AI が英語学習や英語学習者に与える影響に関心があり、Chat GPT

や Grammarly 等を試用するとともに、関連する文献やサイト等で情報を収集

している。 

社会貢献 ◆ 学協会活動 

・全国高等専門学校英語教育学会会員 

・中国地区英語教育学会会員 

・外国語教育メディア学会会員 

・実用英語技能検定面接委員 

 


